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論    文    の    要    旨 
 審査対象論文は、太陽電池の高効率化と新機能発現に関する課題に対して、シリコン（Si）のナノ構造
体による新構造の構築および機能化を目的とした、新構造太陽電池セルの開発に関するものである。本
論文で対象とした Si ナノ構造体は、1 次元構造を有する Si ナノワイヤであり、その直径方向内部に pn
接合が構築された特殊な構造となっている。pn 接合は太陽光のエネルギーの吸収により半導体内部に
発生したキャリア（電子-正孔）の再結合を抑制し、電気として取り出すために需要な仕組みである。Si ナ
























審    査    の    要    旨 
〔批評〕 














  2019 年 11 月 1 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
